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令和７年度 第３回 鴨川観光プラットフォーム株式会社 評議委員会 議事録 

 

■開催日時・場所・出席者 

日 時 ：令和 7 年 11 月 19 日（水）13 時 30 分～15 時 00 分 

場 所 ：鴨川市役所 7 階会議室 

出席者：以下のとおり 

 

【出席委員】 

No. 氏 名 備  考 

1 清水 宣雄 ウェルネスポーツ鴨川 代表理事 

2 矢代 忠恭 鴨川市役所商工観光課 課長 

3 樋口 洋子 鴨川ペンション組合 

4 沼野 丈幸 日東交通株式会社鴨川営業所 所長 

5 本多 信介 有限会社鴨川タクシー 代表取締役 

6 内藤 泰隆 千葉銀行 鴨川支店 支店長 

7 飯塚 和夫 安房農業協同組合 常務理事 

8 市川 能成 鴨川を住みよい街にする会 会長 

9 伊丹  賢 有限会社房州日日新聞社 鴨川支局長 

【欠席委員】 

No. 氏 名 備  考 

1 四井 与志雄 鴨川市観光協会 監事 

2 倉島 圭子 鴨川市商工会 理事・女性部長 

3 吉村 敦広 鴨川温泉旅館業協同組合 代表理事 

4 石田 三示 NPO 法人大山千枚田保存会 理事長 

5 渡辺 公康 鴨川市農林業体験交流協会 事務局長 

6 石井 孝典 ＪＲ千葉支社 安房鴨川駅 駅長 

7 高橋  哲 株式会社良品計画 無印良品みんなみの里 店長 

8 新倉 康弘 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 院長補佐 

9 佐藤  潔 鴨川市スポーツ協会 副会長 

10 首藤 武宏 鴨川農家民泊組合 組合長 

【鴨川市商工観光課（オブザーバー）】 

No. 氏 名 備  考 

1 早瀬  努 観光まちづくり推進係長 

2 牛村  主事 

【鴨川観光プラットフォーム株式会社】 

No. 氏 名 備  考 

1 刈込  信道 事業推進統括・事業部門長 

2 小粒 哲也 管理部門長 

3 清水 明子 ふるさと納税部門長 

4 嶋津 彰一 DMO 企画部門長 
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■配付資料 

・ 次第 

・ 資料 1 （事業部門）「令和 7 年度 7～10 月 事業部門業務報告」  

・ 資料 2 （DMO 企画部門）「令和 7 年度 7～10 月 DMO 企画部門 事業報告」 

・ 資料 3 （ふるさと納税部門）「ふるさと納税 2025 年 7～10 月実績」別添：「2025 年 10 月考察」 

・ 資料 4 「令和 7 年度 第 2 回 鴨川観光プラットフォーム株式会社 評議委員会 議事録」 

 

 

■会議要旨 

1. 開 会（午後 13 時 30 分） 

 

2. 報告確認事項 

・ 刈込事業推進統括より、出席人員と配付資料の確認がなされた。 

・ 矢代評議委員会会長より挨拶がなされた。 

 

3. 議事 

（１） 事業経過報告等（部門別報告） 

・ 刈込事業推進統括・事業部門長より、令和 7 年度 7～10 月 事業部門の業務報告がなされた。 

※資料 1 

・ 嶋津 DMO 企画部門長より、令和 7 年度 7～10 月 DMO 企画部門の事業報告がなされた。 

※資料 2 

・ 清水ふるさと納税部門長より、ふるさと納税 2025 年 7～10 月実績、2025 年 10 月考察に 

ついて報告がなされた。 ※資料 3 

 

 （２）評議委員各位ご意見等 

   ・ふるさと納税返礼品のうち、チョイス Pay の利用方法はどのようにするのか。 

   →チョイス Pay のアプリをダウンロードし、加盟店でＱＲコードを読み取る。 

   ・利用可能な施設の周知方法はどのように行っているか。 

   →宿泊施設は部屋置きのチラシ、飲食店は三角ポップなどにより、利用可能な旨の周知を図って 

いる。 

 

・ 先日の和泉地区の火災によって、温泉旅館組合の温泉導水管を架設している橋梁が焼失し、 

導水管も被災した。 

   →温泉組合の温泉は１日間の給水停止。道路は通行止め、市は橋梁修繕工事を検討中である。 

 

   ・大山不動尊が国指定の重要文化財として答申されたことに対する対応は、どのように考えて 

いるか。 

   →広報宣伝に努めていく。 
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   ・千葉県知事から房総の観光に注力していくとの発言があったが、具体的な動きは始まっている 

か。 

   →今年度は山側の養老渓谷をメインに予算を注ぎ込むこととし、関係者による協議会を立ち上げ 

た。来年度は海側の勝浦・鴨川と、広域的に取り組むと聞いている。 

 

   ・亀田総合病院による医療ツーリズムの費用の内訳と見込みについては、どうようになっている 

か。 

   →事業費総額は 600 万円と見込んでいて厚生労働省の補助金額は 500 万円、補助金額を超える 

分は亀田総合病院の持ち出しとなる。事業費の内訳は、滞在プランの造成、モニターツアー、 

プロモーションに係る費用などとなっている。 

 

・ ふるさと納税について、市長が公約に掲げていた納税額 10 億円達成を目指す取組は、どの 

ようになっているか。 

   →市では職員を増強したらしいが、現在のところ納税額 10 億円達成のために必要と思われる 

事業者の増強や企業誘致といった、根本的な取組の動きは見えない。 

 

   ・旧太海フラワーセンターの跡地利用については、どのようになっているか。 

   →市の管財契約課からは全く話が無い。 

   ・磯釣りセンターの運営状況はどうか。 

   →釣り堀に放流している魚は、和田漁協の定置網から仕入れていると聞いているが、仕入れ値が 

    高くなり運営は厳しくなっていると聞いている。 

   ・全部を解体し更地にしたうえで、民間に有効活用させることは考えていないのか。 

   →市が解体費用の見積もりを徴したところ、10 億円単位の費用がかかるということで、解体を 

検討するとしたら段階的になるのではないかと聞いている。 

 

   ・先日の市議会で、市長がＤＭＯは市の観光全般のかじ取り役であると説明していたが、現状は 

    その通りになっているか。 

   →企画部門を充実させることなどが課題であり、課題は市と共有している。 

 

   ・弊社（日東交通）は来年開業 100 周年を迎えるが、アクシー号などの路線バスについては将来 

    の路線維持が困難になってくることが予想されている。そこで、社命として木更津発着のバス 

ツアーに取り組んでおり、「山城ガール」と行く山城巡り、古墳巡り、「東の軍艦島」とも呼ば 

れる富津沖の第二海堡ツアーなど、多くの企画を実施している。今後は鴨川方面へのツアーも 

    検討していきたい。 

 

（３）その他（次回日程確認等） 

 ・ 次回評議委員会の日程を、令和 8 年 3 月 25 日（水）13:30～と決定した。 

 

4.  閉 会（15 時 00 分） 

以上 


